
構造生物学研究棟は、理化学研究所が大型放射光
施設（SPring-8）の利用を中心とした研究分野を展
開するため、平成9年度に設置する予定である「理
化学研究所播磨研究所（仮称）」の最初の建物とし
て計画されたもので、平成9年度の完成を目途に平
成7年度から建設を進めている施設です。

1．経緯
SPring-8は、日本原子力研究所と理化学研究所が

共同して平成10年度の供用開始を目指し、平成2年
度から建設を開始しましたが、建設途中で各界から
の早期完成の要望に応えて供用開始を平成9年度に1
年繰り上げることとなりました。現在、加速器及び
ビームライン並びにそれらを収容する建物、関連の
施設等の建設が順調に進み、順次加速器の試験調整
運転が始まっています。
これらの建設にあわせて理化学研究所は、

SPring-8を利用した独自の研究を進めるため、平成

５年度から理化学研究所が製作・利用するビームラ
インである「理研ビームライン」の開発研究を開始
しました。このビームライン（最初の理研ビームラ
インであるので「理研ビームライン－1」という）
は、生体高分子結晶の構造解析及び生体高分子の静
的・動的構造解析を行うことを目的とした、垂直偏
光アンジュレータを光源とするビームラインです。
さらに、平成7年度からは、白色Ｘ線による生体高
分子の動的構造解析及び蛍光Ｘ線による局所構造解
析を行うことを目的とした、偏向電磁石を光源とす
る理研ビームライン－2の開発研究を開始するとと
もに、ビームラインの利用に向けて生体高分子の大
型結晶化等の研究も開始しました。
このような流れの中で、理研ビームラインを利用

した研究計画等を明確にするため、SPring-8を中心
とした播磨地区における研究体制「播磨研究所（仮
称）」のあり方等の構想を検討する「『播磨理研』構
想検討委員会」（委員長：長柄喜一郎副理事長［当
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時］）を平成6年2月に設置しました。その検討の結
果、平成6年12月に研究体制、施設等の整備に関す
る基本的な項目をまとめた「播磨研究所（仮称）基
本構想中間報告」及び年次計画を含めた施設の全体
計画・配置計画等の概略をまとめた「播磨研究所
（仮称）における施設整備計画」を作成しました。
これらをもとにして、理化学研究所は、平成8年

度から播磨地区における最初の研究施設として、構
造生物学研究棟をSPring-8の供用開始時期である平
成9年度までに建設するための予算要求を行うこと
としました。一方、平成8年度予算要求と同時に行
われた平成7年度第2次補正予算の編成に際して、構
造生物学研究棟の建設を1年前倒しして予算要求し
たところ、3カ年による建設計画が認められました。
これに伴い、上記「播磨研究所（仮称）基本構想中
間報告」の見直しと施設全体計画のとりまとめ及
び構造生物学研究棟の設計を進めるため、平成7年
10月に「播磨研究所計画推進委員会」（雨村博光副
理事長）を設置し、その作業組織として「播磨研究

所計画推進室」（室長：上坪理事）を設置しました。
このような体制の下で検討及び作業の結果、構造
生物学研究棟の設計を完了し、平成8年3月に建設が
開始されることとなり、また平成8年4月には「播磨
研究所（仮称）基本計画」が策定されました。
なお、理研播磨研究所の設置については、平成9

年度予算として要求しています。

2．構造生物学研究について
構造生物学研究棟において展開される構造生物学

研究とは、生命現象の仕組みを生体内に存在するタ
ンパク質等の巨大分子の機能を基に解明する研究領
域であり、21世紀の生物学の主流のひとつとなるも
のです。
タンパク質は、その構成要素であるアミノ酸が鎖

のように配列（一次構造、二次構造）されています
が、それだけでは、タンパク質のもっている優れた
機能を理解することはできません。タンパク質は、
その鎖が折り畳まれて特定の立体的な配置（三次構

造、四次構造）をとっ
たときにその機能を発
現するため、機能を理
解するためには、立体
構造とその微妙な動き
を原子レベルで解明す
ることが重要です。
播磨研究所における

構造生物学研究は、
SPring-8の高輝度・高
強度の放射光を用いた
タンパク質の高次構造
の解明を目指します。

3．施設配置計画の概　
要
構造生物学研究棟の

建設にあたっては、そ
の建設場所を確定しな
ければなりませんが、
その前提条件として播
磨研究所全体の施設配
置計画と並行して検討
することとし、構造生
物学研究棟の設計とと
もに、設計会社（入札
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の結果、㈱日建設計が実施）の参加を得てまとめあ
げました。SPring-8の敷地においては、加速器施設
が建設されている北東のエリアがSPring-8の放射光
を利用する研究開発と放射光と相補的な実験技術を
用いる研究開発を行うエリアとして位置づけられて
いますので、播磨研究所の施設もその場所に展開す
ることとしました。さらに、その最初の建物として
建設する構造生物学研究棟の建設場所は、SPring-8
関係またはそれ以外の将来施設の整備計画に対し
て、土地利用上の自由度を最大限に確保することを
考慮して、敷地境界側（北側）の周回道路付近とし
ました。また、電気、給水、排水、都市ガス等のユ
ーティリティーも周回道路から引き込むこととなる
ため、構造生物学研究棟の北側にエネルギー棟を配
置することとしました。

4．施設計画の概要
構造生物学研究棟の設計にあたっての基本的コン

セプトは、第1に柔軟性を確保することです。これ
は、現時点では、予算を含めた今後の施設整備計画
が流動的であることと、施設の性格として利用研究
分野を固定的に考えず、随時施設の仕様変更、機器
の増設等を行いうるよう施設としての融通を十分確
保しておくことに配慮した結果です。このため、将
来の研究分野の変更に対応できるよう、各実験室に
おける実験用分電盤、コンセント等の電気設備及び
純水、窒素ガス等のユーティリティー設備の仕様を
共通化するとともに、将来設置する可能性のある空
調機等の室外機設置スペース、ドラフトチャンバー
等のダクト設置スペース等を確保するため、実験室
の窓外にバルコニーを設置することとしました。
基本的コンセプトの第2は、効率的に研究スペー

スを確保することです。このため、研究ゾーンにつ
いては、廊下を挟んで両側に実験室と研究室を配置
する中廊下型の計画としました。
また、構造生物学研究の性格上、実験室において

光をコントロールする必要性が高く、日照への配慮
が必要となるので、その対応策として、建物の方角
を配慮したうえで、実験室を北側に集約すること、
バルコニー、ルーバーにより遮光すること、実験室
の窓を小さくすることなどに配慮しました。
さらに、研究者の交流スペースを確保するため、

各階の北西側のコーナーにリフレッシュコーナーを
設けることとしました。構造生物学研究棟は、敷地
の最も北側に位置しており、そのうえに敷地外より

高い位置にあるため、天気の良い日は遠くの山々ま
でが景観できます。

5．施設の内容
構造生物学研究棟の仕様の概略は、下記のとおり

です。
（1）構造

鉄筋コンクリート（RC）造
（2）規模

［階数］地上4階
［最高高さ］21.5m
［建築面積］1,306.47㎡
［延床面積］4,462.53㎡

（3）各階の構成
［1階］
共通の実験室・機器室の他に、研究を支援
する諸室として、セミナー室、資料室、及
び技術員室を配置しています。

［2階～4階］
原則的として1フロアに1つの研究室が収容
されるように計画しています。1つの研究
室は、主任研究員及び研究員の居室、実験
室、特殊設備室（低温室）及び共通実験
室・機器室が配置されています。

［各階コア部分］
エレベーター、階段、空調機械室の他に、
便所、給湯室等の水廻り、リフレッシ
ュコーナー（１階のみロビー）が各階に配
置されています。

（4）付帯施設
エネルギー棟（鉄骨（Ｓ）造・地上１階・
215.66㎡）
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